
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 ① 事前確認事項 
 
 ② 装演者の服装 
 
 ③ 着替えの手順 
 
 ④ 装演時の注意点（装演者（中に入る人）向け） 
 
 ⑤ 装演時の注意点（アテンダント向け） 
 
 ⑥ その他 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

着ぐるみを使用する前には、次の内容を必ず確認してください 
 

人員体制 
 

 ・装演者（中に入る人）は、２人で順次交代していく体制が理想です。 

 ・装演者は、身長１５５～１７０センチの方が適任です。 

 ・１人の場合でも、基本３０分程度を上限として、必ず休憩を取って 

ください。 

 ・アテンダントは、必ず１名以上つけ、移動やパレード時の補助を行 

ってください。 

 ・装演者およびアテンダントは、必ず当マニュアルを熟知しておいて 

  ください。 

 ・イベントなどにおいては、演出等について、司会者と十分に打合せ 

  を行ってください。 

※演出については、「⑥キャラクターの設定」をお読みください。 

 

控え室の確保 
 

 ・控え室は、着替えることのできる十分なスペースがあり、着ぐるみ 

  を広げることのできる部屋を用意してください。 

 ・控え室は、外部から覗かれることがないように、留意してください。 

    ※例 ・控え室は、関係者以外立ち入り禁止区域に設ける。 

       ・入口前にパーテーションを置き、外部から見えないようにする。 

 

運搬車両等の確保 
 

 ・着ぐるみ収納袋（約１００センチ四方）を積載できる車両及び、２人 

  以上の運搬人員を準備してください。 

 ・使用の前日及び翌日の使用状況を確認し、受け渡しの調整を行って 

  ください。 

 

 



 

 

 

基本の服装 
 

・バンダナ、手ぬぐい、面下、タオルなどを頭に巻いてください。 
・長い髪は、ゴムでまとめ、手ぬぐい等で髪が垂れてこないように 
まとめてください。 

・ヘアピン、ピン止め等は、使用しないでください。 
 

・眼鏡は使用せず、裸眼かコンタクトレンズを使用してください。 
・やむを得ず眼鏡を使用する時は、曇り止めを施し、眼鏡バンドを 
使用してください。 

 
 夏  上：長袖Ｔシャツ 

下：ジャージ、スパッツなど（足首まであるもの） 
    冬  上：トレーナー、長袖Ｔシャツ、ジャージなど 

下：ジャージ、スウェットなど 
 

 
・靴下は必ず着用してください。 

 

 

注意事項 
 
・ピアス、アクセサリーは、外してください。 

・眼鏡が必要な方は、着用中に落ちないように 

 気をつけてください。 

・化粧はできるだけ取ってください。 

・前日の睡眠不足・二日酔い等は厳禁です。 

・必ず適度やストレッチ等の準備運動をし 

 てください。 

・夏場は、水分補給を確実に行ってください。 

・便意等の緊急の場合に備えて、アテンダン 

 トへのサインや伝達方法を決めてください。 

・火気厳禁です。（着用したままの喫煙は、 

厳禁です） 

・雨天時の使用は、しないでください。 

 

 

 



 

 

 

着替える場所 （控え室） の環境 
 

 ・控え室は、着替えることのできる十分なスペースがあり、着ぐるみ 

  を広げることのできる部屋を用意してください。 

 ・控え室は、外部から覗かれることがないように、留意してください。 

    ※例 ・控え室は、関係者以外立ち入り禁止区域に設ける。 

       ・入口前にパーテーションを置き、外部から見えないようにする。 

 

 

準備するもの 
 

 ・着ぐるみを汚れた床や、地面に直接置く事は厳禁です。 

着替える際は、ブルーシート等の敷き物の上で着替えてください。 

 ・服装は、３ページの「基本の服装」をお読みください。 

 ・着ぐるみの使用が終了した後は、ミスト型消臭剤や、除菌スプレー 

を頭部・胴体・靴内に噴き、カビの発生予防に努めてください。 

・その後は、風通しの良い日陰で十分に干してください。その際は、 

頭部は上下を逆さにして置き、胴体についてはハンガーなどで吊る 

してください。 

 

ひどい汚れや破損した時は、使用を中止し、 
平野区役所政策推進課まで連絡してください。 
※使用者側で、クリーニングや修理負担をしていただく 
  場合もあります。 

 

 

実際に着てみましょう 
 

 ・次のページの手順に従って、実際に着てみましょう。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※汚れた床や地面に、直接置かない 

ようにしてください。 

①頭部、胴体、靴を並べてください。 

①胴体を着用し、背中のチャックを最後まで 

 上げてください。 

 

②吊りバンドを調整し、シルエットを整えて 

ください。 

 ※足元に、たくさんのシワ（ダボつき）が 

  無いか、確認してください。 

 

 

 

 

③吊りバンドが、ずれて落ちないように、紐 

 などを使用し、落ちないようにしてくだ 

さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①胴体の着用後に、靴を履きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②靴を着用しましたら、足が見えないよう 

 に、しっかりと胴体の裾を被せてくださ 

い。 

※１人で履くことは、非常に困難で 

 あり、転倒の危険もあります。 

補助による着用をお願いします。 

※靴のかかと踏まないように、ご注 

 意ください。 

①最後に、頭部を着用して完成です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②着用後は、頭部の毛並みにバラつきがない 

か確認してください。バラつきがある場合 

は、程よく整えてください。 

※頭部を落とさないためにも、２名 

の補助による着用をお願いします。 

※持ち上げる時は、ガク（濃い緑の 

部分）を持たないようにしてく 

ださい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★手や足の稼動範囲を確認してください。 

※装演者の身長が低いほど、手の動きが制限されます。 

 

★視野も十分にはありませんので、視野についても必ず確認してください。 

 

 

 



 

 

 動きについて 
 
 ・動き（リアクション）は、できるだけ大きく。 

…例えば、頷いたり、手を振ったりする場合でも、思っている以上に大きく動かないと、 

見ている側には着ぐるみの動きが小さく見えてしまいます。  
 ・小さなこどもとの触れ合いには、十分に気をつける。 

…着ぐるみは視野が狭いため、足元が見えません。ぶつかって怪我をさせないように、 

ゆっくりと動きましょう。  
 ・こどもを抱きかかえる行為は、厳禁です。 
 

 発声について 
 
 ・演技中に、会話や鳴き声などを発声することは厳禁です。 

…「ひらちゃん」のイメージを壊さないためです。  
 ・中に入っている人は、感情を表に出さないようにしましょう。 

…不都合な事態の時は、アテンダントに対応してもらいましょう。  
 ・『緊急事態』などのサインを、予め決めておきましょう。 

…トイレや体力などの限界が来た際の合図を決め、アテンダントと共有しましょう。 

また、周囲の方の暴力行為の際も、サインで決めておきましょう。 

 

 移動について 
 
 ・進行スピードや進行方向については、安全管理上、アテンダントの 

指示に必ず従いましょう。 
…着ぐるみは視野が狭いほか、サイズも大きいことから、移動における指示は、必ず 

アテンダントに従いましょう。特に、階段の際は注意しましょう。  
 ・走る行為は、厳禁です。 

…周囲の方へ怪我を負わせる可能性があるほか、事故につながる可能性があります。 

 

 環境について 
 
 ・基本的に３０分を限度とし、必ず休憩をとること。特に夏場の長時 

間の使用は、危険ですので、こまめに休憩をとること。 
 
 ・火気のそばには、引火の危険があるので、絶対に近寄らないこと。 

  特に、着用したままの喫煙は厳禁。 
 

 ・雨天時および雪の日は、屋外にはださないでください。 
…着ぐるみは水に弱く、修復不可能になる場合があります。 

 

演技中に破損した時は、直ちに使用を中止すること。 



 

 

 位置について 
 
 ・すぐに対応できる距離にいる。 

…着ぐるみと“付かず離れず”を心がけ、何かの時にすぐ対応できる距離を保ちましょう。  
 ・着ぐるみの斜め前で先導し、時には手を引いて歩行の補助をする。 

…進行方向に注意し、装演者に、人・障害物の存在を伝えましょう。段差や階段の際は、 

手を引いてあげましょう。こども等の突進は必ず止めましょう。  
 ・アテンダントが複数いる場合は、前後に分かれる。 

…後方につく方は、着ぐるみが振り返る際に注意を促しましょう。 

 

 声掛けについて 
 
・装演者への声掛けは、『ひらちゃんへの声掛け』とする。 

…声掛けの際は、ひらちゃんに話すように、親しげに優しく話しましょう。 

 【例】「ひらちゃん、お友だちが握手したいそうですよ」など 

 

 ・各ポイントで、必ず状況を装演者に伝える。 
…進行方向を変える際や、段差を越える場合などの、注意が必要なときは、事故を防ぐた 

めにも装演者に声掛けをしましょう。  

 ・控え室以外で、装演者と無駄話をしない。 

 

 対応について 
 
 ・周囲の状況に、絶えず気を配る。 

…装演者は周囲の状況がほとんどわかりません。アテンダントの方が、声掛けにより、 

適宜状況を伝えてあげましょう。  

 ・装演者の状況に、絶えず気を配る。 
…時間管理を行い、切り上げるタイミングも打合せしておきましょう。  

 ・気ぐるみに危害を加える人には、毅然とした態度で接する。 

…【例】例えば叩く人がいれば、「みんながされて嫌がることは、ひらちゃんも嫌なの 

で叩いたりしないでね」など 
 
 ・握手や写真撮影時は、人の整理を行う。 

…できるだけスムーズに、危険を回避するため、率先してその場を仕切りましょう。 

 

 

 

 



 

 

 「ひらちゃんのうた ～ひらひら・ふわふわ～」 
 
 ・平成２５年８月に、ひらちゃんをたくさんの方に知ってもらうことで、 

平野区の元気な姿をＰＲする目的で結成された、平野区役所職員有志 

「ひらふわ応援団」によって作られた、ひらちゃんの歌です。 

・この歌は、３番構成となっていて、踊りも一緒に考えられました。 

・音源や踊り方のＤＶＤは、平野区役所にありますので、必要な方は、 

 遠慮なくお申し出ください。 

 

 

 当マニュアルについて 
 

 ・当マニュアルは、貸出を重ねるごとに随時更新していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


